
注意すべき高校入試数学の方程式 2024年 4月 23日

1 a, bを定数とする．xについての方程式 ax = bを解きなさい．

2 連立方程式
11x− 13y = 61

17x− 19y = 91
を解きなさい． 【巣鴨高校・2003年】

3 連立方程式


2x+ y = 1

2y + z = 2

2z + x = 3

を解きなさい．

4 連立方程式


3
x

− 4
y

= 5

2
x

− 3
y

= 4

を解きなさい．

5 a, b, c, d, p, qは全て定数とする．x, yについての連立方程式
ax+ by = p

cx+ dy = q
を解きなさい．
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注意すべき高校入試数学の方程式 2024年 4月 23日

1 a, bを定数とする．xについての方程式 ax = bを解きなさい．

よくあるミス：ax = bより x = b
a

★「a, bを定数とする」とは，xの値とは無関係だという意味である．したがって，xについての方程式の解
に aや bの文字が混じってもよいことを示している．
★中学数学と高校数学では分母を 0にしてはいけない．ある数を 0で割ることは最大級の禁忌事項である．
【解答】
a \= 0のとき，x = b

a
a = 0のとき，b = 0ならば xの値にかかわらずかかわらかかわらず ax = bの等号が成り立つので解不定．
　　　　　 　 b \= 0ならばどのような xの値に関わらず ax = bの等号が成り立たないので解不能．
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2 連立方程式
11x− 13y = 61

17x− 19y = 91
を解きなさい． 【巣鴨高校・2003年

　
★係数が複雑な場合は，2式を足したり引いたりしてみると新たな道が開けることがある．
【解答】11x− 13y = 61 · · · · · · 1⃝

17x− 19y = 91 · · · · · · 2⃝
とおく．

1⃝+ 2⃝ : 28x− 32y = 152, ∴ 7x− 8y = 38 · · · · · · 3⃝
1⃝− 2⃝ : −6x+ 6y = −30, ∴ −x+ y = −5 · · · · · · 4⃝
1⃝かつ 2⃝は 3⃝かつ 4⃝と同値である．したがって 3⃝かつ 4⃝を解くと，x = −2, y = −3
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3 連立方程式


2x+ y = 1

2y + z = 2

2z + x = 3

を解きなさい．

　
★連立方程式の形に対称性が見られるときは，全部足してみるとよい．
【解答】
2x+ y = 1 · · · · · · 1⃝

2y + z = 2 · · · · · · 2⃝

2z + x = 3 · · · · · · 3⃝

とおく．

1⃝+ 2⃝+ 3⃝ : 3x+ 3y + 3z = 6, ∴ x+ y + z = 2 · · · · · · 4⃝
1⃝と 4⃝から yを消去すると，−x+ z = 1 · · · 5⃝
3⃝と 4⃝より，x = 1

3
, z = 4

3

1⃝と x = 1
3
より y = 1

3

以上より(x, y, z) =
(
1
3
, 1

3
, 4

3

)
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4 連立方程式


3
x

− 4
y

= 5

2
x

− 3
y

= 4

を解きなさい．

　
★分母に x, yが含まれているときは，分数まるごと 1

x
= A, 1

y
= Bとおいてみる．

【解答】
1
x

= A, 1
y

= Bとおくと (x \= 0, y \= 0)，与式は
{
3A− 4B = 5 · · · · · · 1⃝
2A− 3B = 4 · · · · · · 2⃝

と変形できる．

1⃝, 2⃝をとくと，A = −1, B = −2

よってx = −1, y = − 1
2
（x \= 0, y \= 0を満たすので適）
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5 a, b, c, d, p, qは全て定数とする．x, yについての連立方程式
ax+ by = p

cx+ qy = q
を解きなさい．

　
★実は 2元連立方程式には一発で解を求める裏技公式がある．これを「クラメルの公式」という．中学生は
おろか，高校生になっても教科書では習わないが，これを知っておくと高校の物理で計算が楽になる場面が
ある．式の形が複雑なので，絶対に覚えなければいけないというものでもない．
【解答】

i) ad− bc \= 0のとき，この方程式には特定の解が存在し，その値は x =
pd− qb
ad− bc

, y =
qa− pc
ad− bc

ii) ad− bc = 0のとき，a : b : p = c : d : qならば解不定，a : b : p \= c : d : qならば解不能である．．
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